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201A 　招待講演 REM 睡 眠 時の 体温調節

小 川 徳雄、鈴 木 一乃 、菅屋 潤 壹

愛知 医科大 学 第二 生 理

　REM 睡 眠 は 中 和温 域よりはずれるほ ど出現 しに くく、また 不 安定になりやす い とい われ るが、われわれ の 中

和温域 に お ける観察で は、REM 睡眠 は 直腸 温が 36．8°C 以 下 で の み 現われ 、低 い ほ ど安定しや す い こ とか ら、

環 境 温 度 よりむ しろ 体 温 が REM 睡 眠 の 過程 に 大きく影 響す る可 能性 がある。

　睡 眠 中 は 覚醒 時 よりセ ッ トポイン トが低 下 し、特 に そ の 初期 に 熱産生活 動 は減 り、発 汗 などの 熱放 散活 動 が

増す 。 ま た 睡 眠 深 度が増 す とともに 熱放 散 活 動 は 増す傾 向 に ある が、REM 期 に は 逆向 き に な り、セ ッ トポ イン ト

の 上 昇をうか が わ せ る。また鼓膜 温 の 動向か ら推して、脳 代謝の 増加 が 示 唆され る。

腹部 に 周 期 的赤外 線照 射 （1分 照 射、1分 停止 ）を与 え 発 汗反応 を観察すると、反応 パ ター
ン は 覚醒 、徐波 睡

眠 、REM 睡眠 を通 じて 変 わらず、反応 強 度 は基礎 発汗 量 と直線関 係 にあり、覚醒 ・睡 眠や 睡 眠 深 度により影

響され ない ことが認められ た 。

　主として動物実験に よる観 察から、陲 眠 時 に は 体温 調節活動が鈍り、とくに REM 期に は ほ とん ど、ない し全 く

失われ るとされて い るが、これらの 所見より、ヒトで は 自律性 体温 調節機構は徐波睡眠 期にもREM 睡眠期に もと

くに 低下 して い るとは い えず、行動性 体温 調節 が抑制され るた め 、体温 調節 が 十 分に 行 わ れ ない と推察され

る。
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　この 報 告 の 目的 は、様 々 な マ ッ トやパ ッ ドに お ける仰臥位 の脊柱の 状態を MRI（Magnetic　 resonance 　 image＞

を利 用 して 検討 するこ とで ある。健常人 24 名を対象とした 。 木板 、ウレ タ ン マ ッ ト、ジェ リーマ ッ ト、腰椎部パ
ッ ド

の 上 に仰臥位となり MRI を撮像 した。　MRI 画像より胸腰椎の 脊 柱ア ライメン トを測 定 した。身長お よび 体重か ら

計 算した肥満 度、体圧 計 で 計 測 した体圧 分 散と脊柱ア ライメン トの 関係を検討 した 。 仰 臥位で は マ ッ トの 性 状に

より脊 柱 ア ラ イメン トが変化する。肥 満度 18％を境に脊柱ア ライメン トは マ ッ トの 材に よる変化を認めた。 すなわ

ち肥 満度 18％以 上 で は 柔らか い マ ッ トが 側 臥 位と近 い 姿勢となり、それ 以 下 で は 硬め の マ ッ トの 方 が側臥位に

近 い 姿勢を とりうる。腰 部 パ ッ ドを置 くこ とに よ り脊柱 ア ライ メン トを変化 し脊柱 起 立筋 の 負 担 を軽 減 しうる。 体圧

分 散した マ ッ トは 良 好な脊 柱 ア ライメン トが 得られ脊 柱起立筋に 負担が 少 ない
。
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